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 要 旨 

目的： 

世界保健機関（WHO）が提言した非感染性疾患（NCD）の予防と管理に対する行動計画では、

NCDのリスク因子とされるアルコール乱用を、最低 10％相対的減少させることが目標と定め

られている。飲酒者の割合と一人あたりのアルコール摂取量（alcohol per capita consumption; 

APC）は、WHO地域の中では欧州地域が最も多い。そこで本研究では、WHOの行動計画の

欧州地域における経過を評価するために、APC と年齢調整した大量機会飲酒者の割合を調査

することとした。 

方法： 

APC は、公式に記録されているアルコール消費および記録されていないアルコール消費（ア

ルコールの売上や課税などの公式な統計に含まれないもの）の合計に対し、旅行者による摂取

量を修正した値とした。1回あたりの飲酒量が多い人（多量機会飲酒者）は、一度に 60g以上

のアルコールを 30 日間に 1 回以上摂取した場合とした。これらの 2010 年から 2017 年の相

対的な減少あるいは増加率を、性別、国別（欧州地域を地理、飲酒パターン、経済状態に基づ

き 6地域に再分類した）に評価した。 

結果： 

2010年から 2017年にかけて、APCは欧州全体として-12.5% (95% confidence interval(CI); 

-17.2, -7.0)と減少しており、目標を達成できていた。しかし、地域別では EU諸国が-2.4% (95% 

CI; -12.0, 7.8)と減少幅が小さいのに対し、東欧は-26.2% (95% CI;-42.2 -8.1) と減少幅が大き

く、地域間で差が認められた。多量機会飲酒者の割合は、欧州全体として-1.7% (95% CI; -13.7, 

10.2)とほとんど変化はなかった。 

結論： 

アルコール摂取量の減少という目標について、東欧では実質的な進展があったが、EU諸国で

はわずかな進展のみであり、欧州地域内で差が認められた。 

  


